
南

方
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
　 

呪
縛
の
時
代
　 

兵
庫
県
　
松
田
勇
　 

私
は
大
正
十
年
に
、
岡
山
県
の
片
田
舎
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

貧
し
い
農
家
の
五
人
兄
妹
の
三
男
で
、
高
等
小
学
校
卒
業
と
同

時
に
志
を
立
て
、
大
阪
・
名
古
屋
・
尾
張
一
の
宮
と
理
髪
師
と

し
て
修
業
を
し
ま
し
て
、
姫
路
市
で
職
人
と
し
て
働
い
て
い
ま

し
た
。
中
国
大
陸
に
お
け
る
戦
争
は
拡
大
し
、
つ
い
に
、
太
平
洋
戦

争
（
第
二
次
世
界
大
戦
）
に
と
発
展
し
ま
し
た
。
国
民
精
神
総

動
員
・
物
価
統
制
・
職
業
整
理
令
等
々
で
、
個
人
の
自
由
が
束

縛
さ
れ
て
、
す
べ
て
が
軍
国
色
に
な
り
ま
し
た
。

私
に
も
昭
和
十
六
年
四
月
に
徴
用
令
が
来
ま
し
た
。「
大
阪

陸
軍
兵
■
・
播
磨
製
造
所
へ
入
所
せ
よ
」
の
命
令
で
す
。
説
明

会
場
に
は
、
当
時
鬼
よ
り
恐
い
憲
兵
が
二
名
来
て
い
ま
し
た
。

誰
一
人
文
句
も
い
わ
ず
、
話
を
聞
い
て
い
た
。「
質
問
が
あ
る

者
は
申
し
出
よ
」
と
い
っ
て
も
、
寂
と
し
て
声
な
く
。「
一
週
間

後
に
播
磨
製
造
所
へ
入
所
を
命
ず
」
で
幕
で
し
た
。

入
所
式
当
日
は
、
ま
る
で
刑
務
所
に
で
も
入
る
よ
う
に
、
妻

子
と
表
門
前
で
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
る
人
も
い
ま
し
た
。
入
所

後
は
集
合
訓
練
が
十
日
程
あ
り
、
数
十
名
づ
つ
分
散
合
宿
さ
せ

ら
れ
、
朝
七
時
か
ら
夕
方
七
時
ま
で
作
業
見
習
教
育
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

一
か
月
後
に
、
観
閲
点
呼
が
あ
り
ま
し
て
、
初
め
て
一
人
前

の
軍
属
工
員
と
し
て
各
職
場
に
配
属
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
私
は

十
五
ト
ン
の
電
気
溶
鉱
炉
で
し
た
。
千
数
百
度
の
高
温
で
溶
解



し
た
鉄
の
熱
湯
で
す
。
こ
れ
が
大
砲
に
な
っ
た
り
、
弾
丸
に
な

る
の
で
す
。
砲
身
鋼
の
時
は
特
に
厳
重
な
分
析
を
行
い
ま
す
。

そ
の
都
度
、
マ
ン
ガ
ン
鉱
と
か
、
い
ろ
ん
な
金
属
を
混
入
し
て

試
験
を
行
い
ま
す
が
、
そ
の
都
度
炉
口
を
開
い
て
、
ス
コ
ッ
プ

で
投
入
す
る
の
で
す
。
身
体
か
ら
は
汗
が
滝
の
よ
う
に
流
れ
る

の
で
、
腹
に
タ
オ
ル
を
巻
い
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
取
っ
て
何

度
と
な
く
絞
り
ま
す
。
塩
分
が
不
足
す
る
か
ら
と
云
っ
て
、
水

道
の
傍
に
岩
塩
と
コ
ッ
プ
が
用
意
さ
れ
て
、
水
を
呑
む
時
に
必

ず
塩
も
一
緒
に
呑
み
ま
し
た
。

電
気
炉
は
一
分
も
休
ま
せ
ず
操
業
し
ま
す
か
ら
、
自
然
勤
務

時
間
も
二
十
四
時
間
体
制
で
し
た
。
一
日
二
交
代
制
で
朝
七
時

と
、
夕
方
七
時
の
昼
番
と
夜
番
で
し
た
。
宿
舎
と
の
往
復
、
食

事
、
入
浴
等
々
で
自
分
の
自
由
時
間
は
八
時
間
程
で
し
た
。

八
月
の
あ
る
日
、
宿
舎
に
帰
る
と
、
故
郷
の
母
か
ら
電
報
が

来
て
い
ま
し
た
。

「
召
集
令
状
が
来
た
何
日
に
姫
路
第
五
十
四
部
隊
へ
入
隊
せ

よ
」
で
し
た
。
即
、
舎
監
に
申
し
出
て
、
工
事
並
び
に
担
当
の

陸
軍
兵
技
中
尉
と
同
道
し
て
工
場
長
の
陸
軍
中
佐
に
申
告
し
て

故
郷
の
岡
山
県
へ
帰
り
ま
し
た
。

家
で
は
長
兄
は
軍
属
と
し
て
輸
送
船
で
南
方
の
島
に
行
っ
て

い
ま
し
た
。
次
兄
は
数
日
前
に
北
支
戦
線
よ
り
凱
旋
除
隊
し
た

と
こ
ろ
で
し
た
。
近
隣
の
古
老
が
「
今
度
は
兄
に
代
わ
っ
て
不

義
を
撃
つ
の
だ
、
頑
張
っ
て
こ
い
」
と
檄
を
飛
ば
さ
れ
て
、
出

征
し
ま
し
た
。

五
十
余
年
を
経
過
し
た
現
在
、
往
時
を
振
り
返
っ
て
、
何
ん

の
不
思
議
、
惑
い
も
な
く
、
滅
私
奉
公
に
、
た
だ
一
途
に
突
き

進
ん
だ
も
の
で
し
た
。
陸
軍
二
等
兵
の
軍
服
を
着
用
し
て
、
帝

国
軍
人
と
し
て
の
本
分
を
全
う
し
た
。

初
年
兵
で
一
番
苦
労
す
る
の
は
、
軍
人
勅
諭
と
戦
陣
訓
の
暗

記
だ
っ
た
。
私
は
前
記
の
軍
属
の
時
に
宿
舎
で
同
室
で
あ
っ
た

二
人
が
元
軍
人
で
あ
っ
た
た
め
に
、
軍
人
勅
諭
と
戦
陣
訓
を
教

え
ら
れ
て
い
て
、
両
方
共
暗
記
し
て
い
ま
し
た
。

一
期
の
検
閲
直
後
に
満
州
に
向
か
っ
て
出
動
し
ま
し
た
が
、

出
陣
式
の
砌
、
時
の
部
隊
長
・
北
園
豊
蔵
大
佐
殿
よ
り
、
衆
の

範
で
あ
る
と
、
全
員
整
列
の
前
に
て
表
彰
状
を
賜
り
ま
し
た
。

以
後
こ
の
表
彰
状
が
私
と
し
て
は
終
戦
ま
で
重
荷
で
し
た
。
た

え
ず
自
分
は
出
来
る
の
だ
。「
や
れ
る
の
だ
」
と
自
問
自
答
し
、

心
身
を
励
ま
し
て
や
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
玉
砕
的
戦
闘
で
も
、



生
き
延
び
た
の
で
し
ょ
う
か
。
現
在
も
不
思
議
だ
と
思
う
の
で

す
。満
州
国
三
江
省
佳
木
斯
、
満
州
第
一
二
四
部
隊
に
昭
和
十
七

年
十
月
十
一
日
着
任
し
ま
し
た
。
在
満
期
間
一
年
九
か
月
で
し

た
。
そ
の
間
の
訓
練
た
る
や
、
た
え
ず
実
践
さ
な
が
ら
の
猛
訓

練
で
し
た
。
部
隊
は
師
団
輜
重
隊
で
私
の
所
属
は
第
二
大
隊
で

す
。
第
一
は
挽
馬
大
隊
で
、
第
二
は
自
動
車
大
隊
で
す
。
戦
争

有
事
の
時
は
戦
時
充
当
車
両
と
い
っ
て
（
ガ
ソ
リ
ン
）
走
行
の

立
派
な
車
両
を
特
別
に
格
納
し
て
、
た
え
ず
万
全
の
整
備
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
日
常
訓
練
・
演
習
に
は
木
炭
や
薪
を
つ

か
っ
て
瓦
斯
を
発
生
さ
せ
て
、
そ
れ
を
燃
料
と
し
て
、
車
を
走

行
さ
せ
る
の
で
す
。
今
申
し
上
げ
て
も
理
解
に
苦
し
ま
れ
る
で

し
ょ
う
。
こ
の
瓦
斯
発
生
装
置
の
釜
を
運
転
台
の
背
中
に
設
置

し
て
、
こ
の
瓦
斯
の
発
火
時
に
、
よ
く
火
傷
を
し
た
も
の
で
す
。

自
動
車
隊
は
、
兵
員
・
弾
薬
・
糧
秣
・
医
薬
品
等
々
を
、
長

距
離
に
わ
た
っ
て
の
輸
送
が
主
任
務
で
す
。
そ
の
為
に
敵
か
ら

攻
撃
さ
れ
易
く
、
全
員
が
歩
兵
訓
練
を
受
け
ま
す
。
特
に
飛
行

機
と
落
下
傘
部
隊
及
び
ゲ
リ
ラ
等
に
対
す
る
警
戒
警
備
が
一
番

重
要
で
し
た
。
ま
た
、
満
州
の
冬
期
間
は
、
ど
こ
で
も
自
動
車

は
走
れ
ま
す
が
、
春
の
雪
解
期
か
ら
、
晩
秋
ま
で
は
、
湿
地
や

沼
地
が
多
く
、
一
番
苦
労
し
ま
し
た
。
湿
地
通
過
演
習
の
時
は

工
兵
隊
の
よ
う
に
橋
を
造
っ
て
渡
っ
た
の
で
す
。
冬
期
の
大
地

が
鋼
鉄
の
よ
う
に
凍
っ
た
時
は
、
自
動
車
が
横
向
き
に
走
る
よ

う
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

一
車
両
に
操
縦
手
・
助
手
・
搭
乗
者
と
三
名
が
乗
車
し
ま
す
。

操
縦
手
は
運
転
と
機
関
整
備
、
助
手
は
燃
料
と
足
回
り
（
タ
イ

ヤ
）

、
搭
乗
者
は
積
載
物
の
確
保
点
検
と
敵
の
飛
行
機
や
ゲ
リ

ラ
等
に
対
す
る
警
戒
等
々
、
そ
れ
ぞ
れ
各
部
位
に
つ
い
て
責
任

を
持
っ
て
活
動
し
ま
し
た
。
関
東
軍
百
万
人
と
い
っ
た
。
関
東

軍
特
別
大
演
習
（
関
特
演
）

、
ワ
号・
ナ
号
・
師
団
演
習
等
々

の
大
々
的
演
習
は
勿
論
、
連
隊
・
大
隊
・
中
隊
と
各
各
、
規
模

の
大
小
に
係
ら
ず
、
実
に
苦
し
い
訓
練
を
や
ら
さ
れ
ま
し
た
。

ソ
連
と
の
国
境
も
長
く
、
そ
の
国
境
線
が
黒
龍
江
で
す
。
氷

が
解
け
て
河
面
に
春
を
感
じ
出
し
た
ら
漁
船
が
出
て
漁
労
を
始

め
、
定
期
便
の
船
が
上
り
下
り
し
出
し
ま
す
（
外
輪
船
）
と
、

こ
れ
に
警
乗
兵
と
し
て
乗
船
す
る
の
で
す
。
下
士
官
と
兵
五
・

六
名
が
現
地
人
の
衣
服
を
着
用
し
て
、
対
岸
の
地
形
・
地
物
、

特
に
ソ
連
軍
の
施
設
等
、
一
切
目
に
し
た
物
体
は
す
べ
て
記
憶



し
て
帰
っ
て
報
告
す
る
の
で
す
。

私
も
警
乗
し
ま
し
た
。
大
隊
長
か
ら
「
い
ざ
鎌
倉
と
い
う
時

の
た
め
だ
、
充
分
心
し
て
行
っ
て
こ
い
」
と
い
わ
れ
ま
し
た
か

ら
、
誰
に
も
気
付
か
れ
ぬ
よ
う
に
、
自
分
自
身
の
暗
号
で
「
日

記
」
に
非
ず
「
時
記
」
を
メ
モ
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
時
、
ソ

連
の
海
防
艦
に
停
戦
を
命
ぜ
ら
れ
、
一
寸
困
惑
し
ま
し
た
が
、

無
事
で
し
た
。
で
も
万
一
の
場
合
は
と
、
便
衣
の
服
の
中
で
十

四
年
式
拳
銃
を
握
り
し
め
て
い
ま
し
た
。
ソ
連
兵
が
去
っ
て
、

手
に
は
、
ビ
ッ
シ
ョ
リ
汗
が
溜
っ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
十
九
年
四
月
よ
り
、
丁
度
ソ
連
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
の
対
岸

で
、
同
江
や
富
錦
と
い
う
地
点
に
、
一
大
築
城
陣
地
構
築
の
た

め
に
師
団
を
挙
げ
て
工
事
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
作
業
の
途
中

の
七
月
二
十
八
日
。
大
本
営
発
令
「
忠
霊
塔
に
日
の
丸
立
つ
」

の
極
秘
電
報
が
師
団
司
令
部
に
入
り
ま
し
た
。

動
員
下
令
で
す
。

即
ち
出
動
と
な
り
ま
す
。

顧
み
れ
ば
在
満
一
年
九
か
月
、
誠
に
厳
し
い
日
々
で
し
た
。

極
寒
零
下
四
十
度
、
ま
た
夏
期
は
炎
熱
の
下
で
の
猛
特
訓
、
身

の
毛
も
よ
立
つ
思
い
で
し
た
。

通
達
が
あ
り
、
以
後
第
十
師
団
輜
重
兵
第
十
連
隊
の
号
で
な

く
、
鉄
五
四
五
四
部
隊
と
呼
称
せ
よ
。
そ
し
て
靖
国
神
社
へ
の

入
門
札
だ
と
い
っ
て
渡
さ
れ
た
の
は
真
鍮
製
の
認
識
票
で
す
。

私
の
番
号
は
「
鉄
五
四
五
四
・
一
七
八
・
二
六
」
で
し
た
。
こ

の
札
を
入
浴
時
も
肌
身
放
さ
ず
、
首
か
ら
左
肩
に
掛
け
て
左
胸

の
上
に
あ
り
、
終
戦
後
の
捕
虜
と
し
て
抑
留
さ
れ
る
ま
で
、
大

切
に
所
持
し
て
い
ま
し
た
（
現
在
も
保
存
）

。
認
識
票
は
戦
死

し
た
時
の
身
元
確
認
の
た
め
に
、
全
軍
人
が
肌
身
放
さ
ず
所
持

し
て
い
た
。

八
月
四
日
、
先
発
隊
と
し
て
、
佳
木
斯
第
一
二
四
部
隊
を
出

発
し
て
釜
山
に
て
乗
船
出
航
し
ま
し
た
。
門
司
に
全
船
集
結
し

て
船
団
を
組
ん
で
出
航
し
ま
し
た
。

堂
々
の
輸
送
船
団
で
し
た
。

前
後
左
右
に
、
た
く
さ
ん
の
駆
逐
艦
や
駆
潜
艇
、
海
防
艦
に
護

衛
さ
れ
な
が
ら
一
路
南
に
向
か
っ
て
航
行
し
て
い
る
よ
う
で
し

た
が
、

時
に
は
東
に
向
か
っ
た
り
北
に
進
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

敵
潜
水
艦
の
攻
撃
を
避
け
て
の
航
行
で
し
た
。

台
湾
の
基
隆
に
上
陸
し
ま
し
た
の
は
八
月
二
十
八
日
で
し
た
。

門
司
か
ら
二
週
間
し
て
到
着
し
た
の
で
す
。
因
み
に
師
団
通
稱

号
は
次
の
通
り
で
す
。

師
団
司
令
部
　
岡
本
保
之
中
将
鉄
五
四
一
〇
部
隊



歩
兵
第
十
連
隊
（
岡
山
）
　
　
　
　
　
鉄
五
四
四
八
部
隊

歩
兵
第
三
十
九
連
隊
（
姫
路
）
　
　
　
鉄
五
四
四
六
部
隊

歩
兵
第
六
十
三
連
隊
（
鳥
取
）
　
　
　
鉄
五
四
四
七
部
隊

捜
索
第
十
連
隊
（
姫
路
）
　
　
　
　
　
鉄
五
四
五
〇
部
隊

野
砲
兵
第
十
連
隊
（
姫
路
）
　
　
　
　
鉄
五
四
五
一
部
隊

工
兵
第
十
連
隊
（
岡
山
）
　
　
　
　
　
鉄
五
四
五
二
部
隊

輜
重
兵
第
十
連
隊
（
姫
路
）
　
　
　
　
鉄
五
四
五
四
部
隊

通
信
第
十
連
隊
（
姫
路
）
　
　
　
　
　
鉄
五
四
五
三
部
隊

兵
器
部
勤
務
隊
（
姫
路
）
　
　
　
　
　
鉄
五
四
五
五
部
隊

防
疫
給
水
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉄
五
四
五
六
部
隊

第
一
野
戦
病
院
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉄
五
四
五
七
部
隊

そ
の
他
第
二
・
第
四
野
戦
病
院
。
制
毒
隊
。
病
馬
■
等
々
に

通
稱
号
を
付
し
て
あ
っ
た
。

な
お
、
兵
団
は
昭
和
十
五
・
十
六
・
十
七
年
徴
集
の
現
役
兵

が
主
幹
の
精
鋭
師
団
で
し
た
。
台
湾
・
台
中
に
司
令
部
を
置
き
、

各
部
隊
が
台
湾
全
島
に
分
散
配
備
に
付
き
ま
し
た
。
因
み
に
鉄

兵
団
総
兵
力
は
一
万
三
千
名
で
あ
っ
た
。
私
は
台
中
の
南
三
十

キ
ロ
の
彰
化
街
に
い
ま
し
た
。
勿
論
部
隊
本
部
、
二
大
隊
本
部

と
一
緒
に
、
楠
木
小
学
校
を
兵
舎
と
し
て
使
用
し
ま
し
た
。
各

中
隊
及
び
小
隊
は
全
島
に
分
駐
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
任
務
に
付
い

て
い
た
。
中
に
は
、
山
奥
の
水
力
発
電
所
ま
で
入
り
こ
ん
で
い

ま
し
た
。

台
中
の
兵
団
本
部
に
毎
日
の
よ
う
に
出
張
し
て
命
令
・
会
報

の
受
領
等
に
自
動
車
を
走
ら
せ
ま
し
た
。

あ
る
時
、
近
々
に
敵
襲
が
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
と
い
う
こ
と
で

交
通
の
要
路
や
鉄
道
、
特
に
橋
梁
や
鉄
橋
に
対
す
る
防
御
の
た

め
に
（
煙
幕
作
戦
）
材
木
や
青
草
を
集
積
せ
よ
と
命
ぜ
ら
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
橋
や
鉄
橋
の
下
等
に
収
集
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

は
か
ら
ず
も
十
月
十
二
日
敵
飛
行
機
の
襲
撃
を
受
け
ま
し
た
。

数
少
な
い
友
軍
機
が
迎
撃
に
飛
び
立
っ
て
遥
か
上
空
に
て
空
中

戦
を
展
開
し
ま
し
た
。
何
分
敵
機
の
数
が
多
く
て
、
地
上
物
に

対
し
て
も
爆
弾
を
投
下
し
味
方
の
飛
行
場
も
か
な
り
な
損
害
を

受
け
ま
し
た
。
前
記
橋
梁
等
は
青
草
を
燃
や
し
て
煙
幕
を
張
っ

て
守
り
ま
し
た
。
中
に
は
、
小
銃
で
対
空
射
撃
を
行
っ
た
者
も

い
た
と
、
後
で
聞
き
ま
し
た
。
私
は
釜
山
を
出
港
し
た
時
に
敵

襲
を
受
け
、
こ
の
度
で
二
度
目
の
敵
襲
で
し
た
。
一
応
敵
の
上

陸
も
な
く
、
た
だ
防
衛
の
任
務
で
平
穏
な
毎
日
で
し
た
。

捷
号
作
命
発
令
に
よ
り
、
十
二
月
三
日
彰
化
駐
屯
地
を
出
発



し
て
、
隊
列
を
整
え
、
嘉
義
よ
り
初
め
て
南
十
字
星
が
見
え
ま

し
た
。
兵
団
は
第
一
船
が
「
青
馬
山
丸
」
に
乗
船
し
て
、
先
発

し
ま
し
た
。
輸
送
指
揮
官
、
歩
兵
第
三
九
連
隊
長
永
吉
実
展
大

佐
で
部
隊
は
、
歩
三
九
・
二
個
大
隊
・
捜
索
第
十
・
野
砲
第
十

・
工
兵
第
十
・
輜
重
第
十
の
各
連
隊
の
大
隊
・
中
隊
・
そ
の
他

で
し
た
。

本
船
は
「
レ
イ
テ
島
が
、
目
下
米
軍
が
上
陸
し
て
激
戦
中
で

あ
る
。
依
っ
て
敵
の
後
方
に
逆
上
陸
し
て
敵
を
粉
砕
す
べ
し
」

と
い
う
命
令
を
受
け
ま
し
た
が
、
時
既
に
遅
く
、
上
陸
不
可
能

で
マ
ニ
ラ
に
上
陸
ル
ソ
ン
島
防
衛
の
任
に
付
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
兵
団
主
力
は
十
二
月
十
三
日
、
高
雄
港
を
出
港
。「
江
の
島

丸
」「
大
威
丸
」「
乾
瑞
丸
」
の
三
船
に
各
部
隊
を
混
成
し
て
乗

船
さ
せ
て
、
海
軍
の
護
衛
艦
も
数
少
な
い
中
を
、
敵
飛
行
機
や

潜
水
艦
の
攻
撃
の
目
を
掠
め
て
比
島
に
■
り
着
き
ま
し
た
。

「
江
の
島
丸
」
は
輸
送
指
揮
官
・
歩
兵
第
十
岡
山
連
隊
長
で
、

乗
船
部
隊
は
歩
兵
第
十
の
二
個
大
隊
を
始
め
野
砲
・
輜
重
等
の

各
兵
科
で
、
ル
ソ
ン
島
最
北
端
の
ア
バ
リ
港
の
東
方
六
十
キ
ロ

の
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
に
上
陸
し
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
上
陸
に
手

間
取
り
、
船
舶
司
令
部
よ
り
の
命
令
で
揚
陸
兵
器
及
び
物
資
を

半
数
船
舶
に
積
ん
だ
ま
ま
、
台
湾
へ
と
引
き
返
し
ま
し
た
。

「
大
威
丸
」
は
輸
送
指
揮
官
・
歩
兵
第
六
十
三
連
隊
の
林
部

隊
長
で
、
乗
船
は
歩
兵
第
六
十
三
連
隊
の
二
個
大
隊
を
始
め
各

兵
科
の
大
・
中
隊
と
そ
の
他
が
分
散
乗
船
し
て
二
十
三
日
十
時

に
北
サ
ン
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
港
に
入
港
、
全
兵
員
・
全
物
資
を
揚

陸
し
ま
し
た
。

こ
れ
以
下
の
私
の
行
動
（
労
苦
）
は
、
平
和
の
礎
に
「
比
島

散
華
」
と
題
し
て
掲
載
を
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

「
乾
瑞
丸
」
は
輸
送
指
揮
官
・
輜
重
第
十
連
隊
長
鍋
島
英
比

古
閣
下
の
下
に
各
兵
科
が
乗
船
し
、
入
港
三
十
分
前
に
、
敵
潜

水
艦
の
発
射
せ
る
魚
雷
三
発
を
船
腹
に
受
け
て
轟
沈
し
ま
し
た
。

瞬
時
に
し
て
一
千
二
百
余
名
が
水
く
屍
と
な
ら
れ
た
の
で
あ
り

ま
す
。

波
穏
や
か
な
紺
碧
の
海
底
深
く
に
今
も
御
遺
体
は
眠
り
、

御
霊
は
天
翔
け
て
故
郷
へ
、
ま
た
靖
国
の
お
社
へ
行
か
れ
た
で

し
ょ
う
か
。

上
陸
部
隊
は
そ
れ
ぞ
れ
の
戦
場
に
お
い
て
、
死
力
を
尽
く
し

て
戦
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
状
況
た
る
や
、
凄
惨
・
壮
烈
そ
し
て

悲
惨
の
極
で
し
た
。
一
片
の
肉
片
す
ら
残
さ
ぬ
爆
死
、
擦
過
傷



に
て
皮
膚
は
破
れ
血
膿
と
ウ
ジ
虫
に
さ
い
な
ま
さ
れ
、
貫
通
銃

創
を
受
け
、
弾
丸
や
破
片
が
体
内
に
食
い
込
ん
だ
ま
ま
で
、
看

護
も
手
当
も
な
く
戦
い
な
が
ら
戦
場
の
露
と
消
え
去
っ
た
戦
友
。

制
空
権
は
敵
が
制
し
て
、
我
が
物
顔
で
飛
び
回
り
、
中
で
も

観
測
機
が
超
低
空
飛
行
を
し
て
（
搭
乗
者
の
顔
）
笑
い
な
が
ら
、

手
榴
弾
を
投
擲
し
て
去
る
始
末
で
す
。
地
上
軍
は
、
私
達
の
想

像
も
出
来
な
か
っ
た
装
甲
の
厚
い
重
戦
車
を
押
し
進
め
、
火
炎

放
射
器
で
焼
き
払
い
、
長
距
離
砲
で
の
集
中
砲
撃
等
々
。
ど
れ

一
つ
取
っ
て
も
太
刀
打
ち
出
来
る
戦
争
で
は
な
く
、
た
だ
単
な

る
労
苦
と
し
て
、
一
片
の
書
に
す
る
こ
と
は
出
来
得
ぬ
戦
争
で

し
た
。
す
べ
て
の
補
給
が
途
絶
し
て
、
精
神
力
の
み
で
の
戦
は
無
茶

苦
茶
で
す
。
飢
餓
が
迫
り
、
病
魔
が
襲
っ
て
来
ま
し
た
。
誠
に

凄
惨
と
い
う
か
、

壮
烈
無
比
の
生
地
獄
を
私
は
体
験
し
ま
し
た
。

そ
の
上
に
戦
後
の
抑
留
生
活
（
Ｐ
Ｗ
）
と
し
ま
し
て
も
最
大

の
屈
辱
を
体
験
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
武
勲
を
立
て
た
英
霊
は
一

言
も
語
ら
ず
、
ま
た
、
幾
十
万
の
敗
戦
の
兵
も
黙
し
て
語
ら
ず

で
あ
り
ま
す
。
た
だ
二
度
と
戦
争
を
行
っ
て
は
駄
目
だ
。
平
和

ぐ
ら
い
尊
い
も
の
、
有
り
難
い
も
の
は
な
い
。
半
世
紀
を
経
た

現
在
も
悪
夢
に
う
な
さ
れ
て
い
る
。
合
掌
。

【
解

説
】

平
和
を
祈
念
し
世
界
の
恒
久
平
和
を
維
持
す
る
た
め
の
事
業

の
重
要
な
課
題
の
一
つ
は
戦
没
者
慰
霊
で
あ
る
。
特
に
フ
ィ
リ

ピ
ン
に
お
い
て
は
概
数
五
十
一
万
八
千
四
百
名
の
軍
人
、
軍
属

が
非
命
に
た
お
れ
、

ま
だ
御
遺
骨
の
収
集
さ
れ
ぬ
地
域
も
あ
る
。

執
筆
者
松
田
勇
氏
は
本
書
に
お
い
て
、
第
十
師
団
輜
重
兵
第

十
連
隊
の
満
州
駐
留
、
比
島
へ
の
海
上
輸
送
中
の
惨
事
、
上
陸

後
終
戦
に
至
る
苦
難
を
記
さ
れ
て
お
る
。
同
氏
は
更
に
、
度
々

ル
ソ
ン
島
現
地
に
御
遺
族
共
々
慰
霊
巡
拝
、
慰
霊
祭
を
挙
行
さ

れ
て
い
る
。

同
部
隊
は
、
昭
和
十
五
、
十
六
、
十
七
年
徴
集
（
大
正
九
・

十
・
十
一
年
生
れ
）
の
現
役
兵
を
主
体
と
し
た
精
強
兵
団
で
あ

る
が
、
輸
送
途
次
僚
船
を
失
い
、
戦
備
未
だ
整
わ
ざ
る
う
ち
、

昭
和
二
十
年
の
上
陸
米
軍
と
戦
闘
し
、
損
耗
率
九
十
％
と
い
う

玉
砕
に
近
い
犠
牲
を
出
し
た
。

同
氏
等
は
先
年
挙
行
の
鉄
五
四
五
四
会
（
輜
重
兵
第
十
連
隊

生
存
者
、
遺
族
）
の
慰
霊
巡
拝
に
参
加
さ
れ
た
。
そ
の
時
の



「
慰
霊
の
こ
と
ば
」
を
次
に
記
し
、
解
説
の
一
部
に
か
え
る
。

『
帝
国
陸
軍
第
十
師
団
輜
重
兵
第
十
連
隊
は
、
姫
路
を
後
に

し
て
、
満
州
国
三
江
省
樺
川
県
佳
木
斯
に
移
動
し
ま
し
た
。
部

隊
称
号
、
満
州
第
一
二
四
部
隊
と
し
て
北
満
鎮
護
の
任
に
つ
き

ま
し
た
。

部
隊
は
関
東
軍
特
別
大
演
習
（
関
特
演
）
や
七
号
、
十
号
等

の
演
習
に
参
画
し
、
ま
た
師
団
、
連
隊
等
の
演
習
・
訓
練
を
行

い
、
特
に
冬
期
作
戦
は
零
下
四
十
余
度
の
中
の
輸
送
任
務
や
、

氷
上
・
雪
原
演
習
は
、
将
兵
軍
馬
共
疲
労
の
極
に
達
し
ま
し
た
。

ま
た
雪
溶
け
の
湿
地
通
過
訓
練
は
、
身
を
切
る
よ
う
な
水
中

に
胸
ま
で
入
っ
て
の
車
両
通
過
も
厳
し
く
、
夏
期
作
戦
は
、
三

十
余
度
の
猛
暑
炎
熱
の
中
で
し
た
。
昼
夜
転
倒
の
訓
練
も
あ
り

ま
し
た
。
列
挙
致
し
ま
す
と
際
限
な
く
あ
り
ま
し
た
。
軍
人
は

勿
論
・
軍
馬
・
諸
兵
器
を
最
大
限
有
効
活
用
し
て
、
磨
き
に
磨

き
、
鍛
え
に
鍛
え
し
精
鋭
部
隊
で
し
た
。

昭
和
十
九
年
春
、
満
州
国
東
北
隅
、
富
錦
地
区
に
一
大
築
城

演
習
の
名
の
下
に
、
師
団
を
挙
げ
て
参
画
し
、
対
ソ
戦
闘
に
備

え
て
の
陣
地
構
築
に
全
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。
当
時
の
日
本
軍

は
、
支
那
大
陸
を
は
じ
め
、
全
戦
線
に
て
悪
戦
苦
闘
の
最
中
で

な
か
で
も
対
米
戦
線
は
随
所
に
お
い
て
日
夜
死
闘
が
続
い
て
い

ま
し
た
。

昭
和
十
九
年
七
月
二
十
八
日
「
忠
霊
塔
に
日
の
丸
立
つ
」
の

極
秘
電
文
が
大
本
営
よ
り
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

第
十
師
団
の
動
員
で
し
た
。
わ
が
部
隊
も
即
出
動
で
し
た
。

一
部
警
備
要
員
の
残
留
で
の
別
れ
が
残
念
で
し
た
。
第
十
師
団

は
通
称
号
「
鉄
兵
団
」
と
呼
称
し
、
輜
重
兵
第
十
連
隊
は
鉄
五

四
五
四
部
隊
で
、
第
一
中
隊
は
鉄
巌
隊
、
第
二
、
第
三
と
各
中

隊
も
各
々
名
称
を
付
し
、
第
六
中
隊
は
結
誠
隊
と
編
成
し
、
釜

山
港
よ
り
乗
船
、
八
月
一
日
台
湾
基
陸
に
上
陸
し
ま
し
た
。
兵

団
は
台
湾
全
島
守
備
の
た
め
、
各
部
隊
そ
れ
ぞ
れ
に
駐
留
・
配

備
し
ま
し
た
。
十
月
十
二
・
三
日
の
台
湾
海
空
戦
に
参
戦
し
ま

し
た
。
十
一
月
末
、
捷
号
作
戦
で
、
再
度
出
動
命
令
発
令
。
高
雄
港

に
集
結
し
ま
し
た
。
こ
の
時
点
に
お
い
て
、
幾
多
将
兵
が
熱
帯

病
に
倒
れ
入
院
残
留
さ
れ
し
は
心
残
り
で
し
た
。

先
発
隊
は
「
有
馬
山
丸
」
に
て
、
一
足
早
く
比
島
に
向
か
っ

て
出
航
し
、
本
隊
は
「
乾
瑞
丸
」「
大
威
丸
」「
江
の
島
丸
」
に

分
乗
し
、
出
航
し
ま
し
た
。「
有
馬
山
丸
」
は
マ
ニ
ラ
港
の
上
陸



な
ど
輸
送
任
務
に
つ
き
ま
し
た
。「
江
の
島
丸
」
は
ル
ソ
ン
最

北
端
の
ア
バ
リ
の
東
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
に
上
陸
し
、
一
路
南
進
し

サ
ン
ホ
セ
に
向
か
っ
て
進
軍
し
ま
し
た
。「
大
威
丸
」
は
北
サ

ン
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
に
入
港
・
揚
陸
作
業
に
専
念
し
て
い
ま
し
た
。

時
・
昭
和
十
九
年
十
二
月
二
十
三
日
十
一
時
三
十
分
、
遥
か

北
方
洋
上
に
一
大
爆
発
音
を
察
知
し
ま
し
た
。
一
足
遅
れ
て
い

た
「
乾
瑞
丸
」
が
敵
潜
水
艦
の
魚
雷
攻
撃
で
一
瞬
に
し
て
海
の

藻
■
と
化
し
ま
し
た
。
輸
送
指
揮
官
、
陸
軍
少
将
鍋
島
英
比
古

閣
下
、
他
数
千
柱
の
将
兵
が
リ
ン
ガ
エ
ン
の
海
に
水
く
屍
と
し

て
散
華
せ
し
は
、
無
念
の
極
み
で
あ
り
ま
し
た
。

爾
後
第
十
四
方
面
軍
、
尚
武
集
団
は
ル
ソ
ン
島
に
お
け
る
一

大
持
久
作
戦
を
と
り
、
鉄
兵
団
は
サ
ン
ホ
セ
付
近
に
集
結
し
、

ル
ソ
ン
中
部
の
カ
ラ
バ
リ
ヨ
ン
山
系
・
バ
レ
テ
峠
に
て
敵
対
迎

撃
の
布
陣
を
す
べ
し
で
し
た
。
わ
が
部
隊
は
全
力
を
挙
げ
て
、

名
前
線
陣
地
に
対
し
て
弾
薬
・
糧
■
の
搬
送
に
一
寸
の
休
憩
も

な
く
二
十
四
時
間
体
制
で
勉
励
し
ま
し
た
。

サ
ラ
ク
サ
ク
峠
に
布
陣
せ
る
撃
兵
団
陣
地
に
も
救
援
の
た
め

出
動
し
ま
し
た
。
軍
馬
は
斃
れ
、
自
動
車
は
燃
料
な
く
、
た
だ

あ
る
は
輜
重
兵
魂
だ
け
。
全
員
が
臂
力
搬
送
で
そ
の
重
責
を
全

う
し
ま
し
た
。

戦
況
ま
す
ま
す
わ
れ
に
利
あ
ら
ず
、
制
空
権
は
敵
の
手
に
あ

り
、

重
火
器
を
存
分
に
駆
使
し
て
最
前
線
に
迫
っ
て
来
ま
し
た
。

日
一
日
と
友
軍
陣
地
は
失
陥
し
、
い
よ
い
よ
バ
レ
テ
峠
全
面
に

肉
迫
し
て
来
ま
し
た
。

岡
本
師
団
長
は
わ
が
鉄
第
五
四
五
四
部
隊
に
第
一
線
出
動
を

命
ぜ
ら
れ
、
米
倉
大
隊
は
勇
躍
し
て
自
動
車
男
の
花
道
だ
と
颯

爽
と
し
て
妙
高
山
陣
地
に
向
か
っ
て
出
動
さ
れ
ま
し
た
。
時
す

で
に
遅
く
、
着
陣
早
々
よ
り
強
力
な
る
敵
機
動
部
隊
と
戦
火
を

交
え
、
第
一
日
よ
り
多
く
の
戦
没
犠
牲
者
が
出
ま
し
た
。

以
来
空
爆
と
長
距
離
砲
撃
、
そ
れ
に
加
え
て
地
上
軍
重
戦
車

で
の
反
復
攻
撃
等
々
、
こ
れ
ら
に
堪
え
て
戦
い
ぬ
き
、
最
後
に

は
撃
つ
弾
な
く
、
雄
叫
び
は
銃
声
に
消
え
、
飲
ま
ず
食
わ
ず
で

最
後
の
一
兵
に
な
る
も
頑
張
る
ぞ
の
心
意
気
で
し
た
。

か
く
し
て
防
戦
八
十
余
日
、
さ
し
も
の
勇
士
も
二
十
余
名
と

な
り
、
六
月
一
日
マ
ン
ガ
ヤ
ン
基
地
に
帰
着
し
ま
し
た
。

旬
日
を
出
ず
、
鉄
兵
団
、
カ
シ
ブ
盆
地
集
合
の
命
あ
り
、
満

州
よ
り
の
愛
し
の
車
を
大
ハ
ン
マ
ー
で
打
壊
し
、
夜
陰
に
紛
れ

て
マ
ン
ガ
ヤ
ン
基
地
を
後
に
し
ま
し
た
。
カ
シ
ブ
に
て
七
月
十



四
日
ま
で
兵
器
の
整
備
・
糧
■
の
収
集
に
全
力
を
挙
げ
、
志
気

・
体
力
を
養
成
し
、
次
地
点
ピ
ナ
パ
ガ
ン
に
向
か
っ
て
転
進
し

ま
し
た
。

三
週
間
の
進
軍
は
、
ま
る
で
地
獄
絵
図
の
よ
う
、
激
流
さ
か

ま
く
谷
を
渡
り
、
野
猿
た
わ
む
る
密
林
を
縫
い
、
虫
も
鳴
か
ず

鳥
も
飛
ば
な
い
峯
越
え
て
、
悪
疫
と
疲
労
、
そ
の
上
食
糧
は
欠

乏
し
、
斃
れ
行
く
勇
者
数
知
れ
ず
。「
混
濁
す
る
意
識
で
呟
く

言
葉
は
、
ま
る
で
童
児
の
よ
う
に
、
と
り
と
め
な
い
言
葉
を
、

き
れ
ぎ
れ
に
口
の
辺
に
発
し
、
遠
き
過
去
、
そ
し
て
故
郷
の
山

や
川
、
愛
し
き
人
や
、
は
ら
か
ら
に
、
想
い
を
は
せ
る
か
の
よ

う
」
胸
の
鼓
動
静
か
に
止
ま
り
、
夜
の
霧
雨
が
最
後
の
水
と
な

る
。
今
想
い
起
こ
し
て
も
た
だ
、
涙
あ
る
の
み
の
惨
状
で
し
た
。

八
月
二
十
五
日
、
尚
武
作
命
第
二
〇
〇
三
号
が
発
令
さ
れ
ま

し
た
。

九
月
十
日
に
本
部
よ
り
伝
達
さ
れ
終
戦
を
知
り
ま
し
た
。

九
月
十
九
日
ジ
ヨ
ネ
ス
に
て
、
敵
に
武
器
を
渡
し
〝
鉾
を
収
め

ま
し
た
〟
。

か
く
し
て
伝
統
あ
る
輜
重
兵
第
十
連
隊
は
す
べ
て
終
わ
り
ま

し
た
。
顧
み
ま
す
れ
ば
、
北
満
や
台
湾
に
て
陣
没
さ
れ
た
戦
友
。
リ

ン
ガ
エ
ン
の
海
深
く
水
く
屍
と
な
ら
れ
た
御
霊
。
バ
レ
テ
妙
高

山
を
は
じ
め
全
比
島
戦
線
に
、
称
え
て
も
讃
え
き
れ
ぬ
嚇
々
た

る
武
勲
を
立
て
て
散
華
さ
れ
護
国
の
鬼
と
な
ら
れ
た
各
々
御
英

霊
の
泰
ら
け
く
眠
ら
れ
ん
こ
と
を
、
心
よ
り
念
じ
慰
霊
の
言
葉

と
し
ま
す
』

。

第
十
四
方
面
軍
（
軍
司
令
官
　
山
下
奉
文
大
将
）
の
態
勢

一
、
マ
ニ
ラ
東
方
拠
点
（
振
武
集
団
）

二
、
ク
ラ
ー
ク
・
フ
ィ
ー
ル
ド
西
方
拠
点
（
建
武
集
団
）

三
、
北
方
拠
点
（
方
面
軍
主
力
、
尚
武
集
団
）

尚
武
集
団
配
備

１
．
リ
ン
ガ
エ
ン
地
区

２
．
サ
ン
ホ
セ
地
区

３
．
ル
ソ
ン
西
北
岸
地
区

４
．
ア
パ
リ
地
区

５
．
バ
レ
ル
湾
・
ゲ
ン
ガ
ラ
ン
湾
地
区

６
．
サ
ン
フ
ェ
ル
ナ
ド
地
区

米
軍
概
況

一
月
九
日
　
米
軍
リ
ン
ガ
エ
ン
湾
南
岸
に
上
陸
開
始

二
月
六
日
　
マ
ニ
ラ
郊
外
に
到
着



二
月
十
五
日
　
バ
タ
ー
ン
半
島
上
陸
開
始
、
コ
レ
ヒ
ド
ー

ル
に
落
下
傘
部
隊
降
下
、
洞
窟
陣
地
自
爆

二
月
二
十
三
日
　
マ
ニ
ラ
旧
市
城
内
に
突
入

三
月
十
日
よ
り
比
島
諸
島
（
ミ
ン
ダ
ナ
オ
・
セ
ブ
島
）
を

占
領
開
始
。

三
月
中
旬
よ
り
地
上
戦
闘
焦
点
は
バ
ギ
オ
か
ら
バ
レ
テ
峠

の
山
岳
地
帯
に
移
る
。
方
面
軍
は
山
岳
地
帯
に
立
籠

り
永
久
抗
戦
、
終
戦
に
至
る
。

比
島
作
戦
の
米
軍
死
傷
者
不
明
者
六
万
六
百
余
。

比
島
フ
ガ
島
戦
に
つ
い
て
　 

滋
賀
県
　
船
橋
利
平
　 

私
は
大
正
十
二
年
十
月
十
七
日
生
ま
れ
で
、
昭
和
十
八
年
徴

集
の
第
一
補
充
兵
役
で
あ
り
ま
す
。
昭
和
十
九
年
二
月
一
日
召

集
令
状
に
よ
り
敦
賀
歩
兵
第
一
一
九
連
隊
に
応
召
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
敦
賀
、
京
都
の
連
隊
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
各
二
個
大
隊

ず
つ
で
独
立
混
成
第
六
十
一
旅
団
（
旅
団
長
・
田
島
彦
太
郎
少

将
）
が
編
成
さ
れ
、
七
月
三
十
一
日
各
地
よ
り
門
司
に
集
結
、

混
成
鎧
第
一
〇
二
九
四
部
隊
（
総
人
員
五
千
七
百
名
）
と
な
り

八
月
二
日
「
照
国
丸
」
に
乗
船
、
夕
方
門
司
港
を
出
航
し
、
五

島
列
島
に
二
十
八
隻
の
船
団
が
集
結
、
八
月
四
日
、
祖
国
を
後

に
一
路
南
下
し
ま
し
た
。

敵
潜
水
艦
の
執
拗
な
攻
撃
や
悪
天
候
に
苦
し
め
ら
れ
、
船
団

の
約
半
数
が
支
那
方
面
に
転
進
、
ま
た
二
隻
が
撃
沈
さ
れ
る
な

ど
、
多
く
の
犠
牲
を
出
し
ま
し
た
が
、
八
月
十
日
、「
照
国
丸
」

な
ど
は
台
北
基
隆
港
に
■
り
着
き
ま
し
た
（
文
字
通
り
■
り
着

い
た
と
い
う
感
じ
で
あ
る
）

。

そ
の
後
、
高
雄
港
に
移
り
待
機
し
て
い
た
が
、
昭
和
十
九
年

九
月
十
日
ご
ろ
突
然
先
発
隊
に
出
発
命
令
が
出
さ
れ
、
八
十
名

余
り
の
先
発
隊
が
四
隻
の
機
帆
船
に
分
乗
し
、
十
二
日
夜
高
雄

港
を
後
に
南
下
、
バ
シ
ー
海
峡
を
無
事
通
過
し
バ
タ
ン
諸
島
の

バ
タ
ン
島
バ
ス
コ
に
到
着
し
ま
し
た
。
こ
の
島
に
は
南
方
軍
師

団
司
令
部
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

兵
隊
は
椰
子
の
木
陰
に
幕
舎
（
携
帯
用
天
幕
）
を
張
り
、
数

日
を
過
ご
す
。
食
料
は
現
地
民
の
民
家
か
ら
ニ
ワ
ト
リ
、
卵
を

調
達
。
衣
類
と
の
物
々
交
換
で
す
。
こ
の
島
に
も
敵
艦
載
機
二




